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本地区の用排水施設は、経年変化した老朽化水路や、土水路などが各所に存在しており、安定した用水供給体制の確保や排水の処理に

支障を来している状況にある。

本事業により各種の水路施設を改修、補修することで、農地への安定した用水供給体制の確保、施設の維持管理作業の軽減、

排水の安定流下、農地被害発生の未然防止を図り、地域営農の向上、安定化を目指す。

（第１表）

( Ｈ 27 年 1 月現在 )
Ｒ 2 年 6 月現在 （第２表）

ha ha ha ha ha ha ha ha ha

注） １．「地積」は土地登記簿地積（畦畔地積含む）。なお、換地計画を伴う事業は実測（図上）。単位は県営事業の場合、小数点以下四捨五入。団体営事業の場合、小数点以下２位四捨五入。

２．「合計」欄は二以上の土地改良事業の重複面積がある場合の実面積（以下各章同じ）。

(54.1)
46.3 46.3 

(54.1)

46.3 
(54.1)

合　　　　　　計
46.3 

(54.1)

46.3 
(54.1)

地積

恵 那 市
46.3 

(54.1)
46.3 

(54.1) (54.1)
46.3 重複含む　53.7ha

　　　 　(62.5ha)

計

農業用用排水
施設整備

(54.1)
46.3 

第１章

第２章 　　地域及び地積

農業用用排水施設整備
中山間地域総合整備事業

　　目　　的

事 業 名

第１節 地域

第2節

　　 現況地目

市町村名
事 業 名

備 考地 域

岐阜県　恵那市　明智町、串原、上矢作町　地内

小計田 畑 計池沼 非農用地
備　　　　　考

山林 原野 道水路敷

1



（第３表－１）

℃ ℃ 参照：気象庁HP

mm mm 参照：気象庁HP

mm mm

日 日 参照：気象庁HP

日 日

（

（

（第３表－２）

1 1 1 1 1
33 23 22 15 14

75

年月日
発生
確率

数量

S63.6.27 61H17.8.5

最 大 連 続 雨 量 （mm）

最大連続旱天日数 （日）

備 考

数量

月～10

第 2 位

月

日～

西南西

月

日～

無 霜 期 間

２．

恵 那
第 １ 位

年月日数量
観 測 期 間

年～

最 多 風 向

特殊気象

観 測 所 名

H25 年

第３章

549.1

平 均 気 温

平 均

　　現　　況

年

恵 那

降 水 量
1,219.0

5 月 11

第１節
１．

20.5

観 測 所 名

気象及び海象

観 測 期 間 年～S56

灌 漑 期 間

月～

一般気象

非 灌 漑 期 間

H22

13.0

月

計 又 は 平 均

℃5.4

4

根 雪 期 間

基 準 年

平 均

mm

mm

日

日間）月

基 準 年
降 水 日 数

74 56 130

1,768.1

発 生 時 期
発生年月日

発生
確率

第 4 位

数量

第 5 位

日

年月日

日間）

日

月

（m/s）

数量 年月日

日

最 大 風 速

H11.9.15

備 考

最 大 時 間 雨 量

最 大 ４ 時 間 雨 量

S53

193

（mm）

（mm）

（mm）
H1.9.3

発生
確率

第 3 位

年月日
発生
確率

最 大 日 雨 量
207

発生
確率

S58.9.28

77

参照：気象庁HP

参照：気象庁HP
H22.8.6

S51.5.25

53 H1.9.20

195

S63.9.25 51

240 H10.7.28269
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該　当　な　し （第３表－３）

注） 「海象」は海に排水する計画の場合。

（第４表－１－１）

注） 「畑・その他」欄は開畑に係る傾斜が８°～１５°の場合８°～１０°、１０°～１５°に区分。既耕地を対象とする事業は８°～１５°。 　　

960 

～
（m）（m）

(960)

合 計
比率（％）

面積（ha）

(34)

(36)

(60)

27.5 

(5)

(6)

(59)

2.2 

(3.4) (32.5) (18.2)

16.6 46.3 

(100)

(100)

(54.1)

面積（ha）

比率（％）

面積（ha）

比率（％）

比率（％）

面積（ha）

比率（％）

面積（ha）

　15°

～

15°

1/201/1000

1/100

～ ～

5 

以下

(6)

1/11.5
(3.4)

(60)

備 考
既往最低

潮　　　位
上下弦平均
干　潮　位

さく望平均
干　潮　位

（m） （m） （m）（m）

備 考

15°

受益地標高

最高 最低

畑・その他

　3°
以下

　3°

～
　

20°
以上

8°～　15°

8°

年～

上下弦平均
満　潮　位

（m）（m）
年

（m）

３．

傾 斜 区 分

平均潮位
既往最高
潮　　位

さく望平均
満　潮　位

第２節

1/11.5

海象

地 目

～

地形、土壌及び浸食の程度
土地状況

1/1000
田

計～

以上

観 測 所 名

1/100

1/20

事 業 名

観 測 期 間

実測値

１．

農業用
用排水

施設整備

面積（ha）

比率（％）

2.2 

(18.2)

59 36 

(32.5)

27.5 46.3 

計
　8°

10°
～

　10°　8°

20°
～

16.6 

(54.1)

(100)

100 

(34)

(490)

490 
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（第４表－１－２）

注） 「土壌統（区）名」欄は水田にあっては施肥改善事業における土壌区、畑・未墾地にあっては地力保全事業における土壌統。　　

該　当　な　し （第４表－１－３）

諸橋統

CL千年統 水積

水積

6.2 

1.2 

(6.9)

12.1 
(12.9)

(3.7)
2.1 

(6.8)

46.3 

備 考

G63

J92

(54.1)
3.7 

(3.8)
0.5 

(1.6)

K94
(3.7)
0.6 

H70
(0.6)
1.6 

(6.8)

SCL SL 水積
非固結
水成岩

SL

SCLSL

無
9.1 

(0.6)

5mm
以上

非固結
水成岩

備考

面　　積　　（ha）
事 業 名

合計
農業用
用排水

施設整備

非固結
水成岩

非固結
水成岩

G60

E42
6.2 

無
(12.9)

30～60cm以下
グライ層

12.1 

中程度のもの

46.3 

ガ リ 侵 食 の 程 度

比率
（％）

(54.1)

大なるもの

年 平 均 流 亡 速 度

0
3mm
未満

3mm～
5mm

安来統

栢山統

善通寺統

計

LiCCL 砂礫層

事
業
名 0～25％ 25～50％

土 壌 の 流 亡 率

50％以上0
区 分

面積
（ha）

　　　　　項　目

土壌統(区)名

土 壌 断 面

色
泥炭層
黒泥層

グライ層

土　　　壌　　　統　　　（区）　　　区　　　分　　　一　　　覧　　　表

堆積様式 母材
腐植

三 層
下 層 土

LiC
表層

多腐植層

酸化
沈殿物

土 性

表層
多腐植層

表 土礫層
一 層 二 層

HC

60cm以下

有

有

有

有北多久統

60cm以下

表層
多腐植層

無

表層
腐植層

新山統 60cm以下
表層

腐植層

黄褐
灰

無

芝井統

富曾亀統 LiC
表層

多腐植層

迫子野木統

納倉統
表層

腐植層
60cm以下

灰

全層
多腐植層

黒

30～60cm
以下砂礫

表層
多腐植層

深井沢統

灰

SCL無 有

有

黄褐

有

なし

砂礫層

SCL

HC HC

L

L

CL

L

SL

CL

SCL

砂礫層

G62

I80

D34
(2.2)
1.2 

2.1 

1.2 

(9.6)
9.1 

(1.2)(1.2)
1.2 

(3.7)

無

(3.7)
3.7 

水積

非固結
水成岩

水積
1.6 

非固結
水成岩

無

(1.6)

0.6 
無 洪積世

非固結
火成岩

黄褐
灰
灰

表層
腐植層

表層
腐植層

無

灰褐

水積

無

水積
非固結
水成岩

非固結
水成岩

0.5 
非固結
水成岩

CL

有

有

無

CL

灰色

黄褐

60cm以下

無

灰褐
灰

灰

黄褐 無

黄褐
(3.8)

非固結
水成岩

(9.6)

作土又は作土
直下グライ層 水積

6.9 
(6.9)

作土又は作土
直下グライ層

残積

水積

30cm以内
砂礫

SL S 無 水積 G64
1.1 1.1 

有

CL

(1.1)

S 無L

30～60cm以下
グライ層

6.9 
D31

非固結
火成岩

(1.1)

SSL

L 砂礫層

E44

(2.2)
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土地分類 該　当　な　し （第４表－２－１）

該　当　な　し （第４表－２－２）

備 考

計

（ha） （ha）

　　　　級位別

　市町村名
1 級 地

干 拓

2 級 地 計

（ha）

3 級 地 4 級 地

（ha） （ha）

備 考

農 用 地 造 成
3 級 地

※ 15°～20°

（ha）

3°～ 8° ※25°～30°

計

（ha）（ha） （ha）

4 級 地

30°以上12°～15°

２．

2 級 地

（ha）

1 級 地

計

8°～ 12°

（ha） （ha）

※

（ha）（ha）（ha）

　　　　級地別

　市町村名
（ha） （ha）

20°～25°
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土地利用の状況

注） 「団体営事業の土地利用状況」は、灌漑排水、圃場整備のうち用水源、排水ポンプを設置する場合。

( H 27 年 1 月現在 )
R 2 年 6 月現在（第４表－３）

46.3 
合 計

(54.1)

46.3 
(54.1)

事 業 名

　　土地
　　　利用別

市町村別
（ha）

農業用
用排水

施設整備

そ の 他

（ha）

牧 草
放 牧 地

（ha）

合 計

（ha）

(54.1)
46.3 

備 考
計

恵那市

原 野

３．

事 業 名

　　土地
　　　利用別

市町村別
１毛作田

耕 地

（ha） （ha）（ha）

茶 園
そ の 他
樹 園 地

（ha）

牧 草 畑

山 林

用 材 林 薪 炭 林

（ha） （ha）

農業用
用排水

施設整備

（ha）

２毛作田
以上

水 田

（ha） （ha）

普 通 畑 桑 園果 樹 園

（ha）

恵那市
(54.1)
46.3 
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土地所有の状況 （第４表－４）

注） 「団体営事業」土地所有状況は、農地開発事業の場合。

権 利 関 係

335 
備 考 （ 受 益 者 数 ）

(367)

(367)
335 

面 積 （ ha ）

４．

　　　　　　　　　所有別
　　区　分

335 

46.3 
(367)

関 係 戸 数 （ 戸 ）

筆 数 （ 筆 ）
農 業 用
用 排 水

事 業 名 計

面 積 （ ha ）

備 考

(54.1)(54.1)

個 人 有

46.3 

(367)

関 係 戸 数 （ 戸 ）

335 

（ 筆 ）

（ ha ）

権 利 関 係

筆 数 （ 筆 ）

関 係 戸 数 （ 戸 ）

（ 戸 ）
(367)

（ 筆 ）

面 積 （ ha ）
(54.1)
46.3 

合 計

備 考 （ 受 益 者 数 ）
(367)

権 利 関 係

335 335 

筆 数

関 係 戸 数

335 
(367)

(367)

335 

46.3 
(54.1)

備 考 （ 受 益 者 数 ）

権 利 関 係

筆 数

面 積

備 考 （ 受 益 者 数 ）

 7



用水状況

本地区の用水施設は、経年変化した老朽化水路や、土水路などが各所に存在しており、安定した用水供給体制の確保や排水の処理に

支障を来している状況にある。

用水系統　 別紙用水系統図参照

用水施設
取水方法一覧表 （第５表－１）

注） 「施設名」欄は井堰、自然取水口、貯水池、揚水機、その他に区分。「かんがい面積」欄の（）書きは面積の重複するもの。「延取水量」欄は平均取水量の合計。

14 
合 計

(46.2) (17) (46.2)(17)
39.1 14 39.1 

不明

不明

不明 不明6 

井 堰

自 然 取 水 口

- - 

不明8 15.1

24.0
(10) (18.9)

(17) (46.2)

揚 水 機

そ の 他

14 39.1

備 考

貯 水 池

100ha未満
慣 行 水 利 権

（ha） （箇所） （ha） （箇所） （ha）

貯 水 池

計

そ の 他

計

揚 水 機

第３節 水利状況

（１）

（２）
（ア）

１．

（箇所）

　　　項　目

　施設名

井 堰

事
業
名

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

か ん が い 面 積

500ha以上 500ha～100ha

14 
(17)

15.1

6 

(46.2)
39.1 

自 然 取 水 口
(18.9)(10)

8 

(27.3)
24.0 

- 不明- 

(7) (27.3)(7)

延取水量

（ha） （箇所） （m3/s） （箇所）

計 水 利 権

（m3/s）（箇所） （m3/s）
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現況用水系統図 変更前

野志用水 河川 杉平用水 河川 大庭用水 明智川

落倉用水 渓流 大田用水 吉田川 大栗南用水 渓流

門野用水 渓流 松林用水 渓流 峰用水 渓流

松本用水 河川 木根用水 河川

水田 普通期

輪換畑

畑

6.1 0.0155
-
-

全体 代掻期

- -
- -

A Q

A:面積 Q:用水量

6.1 0.0562

(ha) (m3/s)

A Q A Q
0.0426 1.4 0.0230

1.4 0.0045

- -

Q A QA

4.5 0.0735 1.6 0.0261
4.5 0.0114 1.6 0.0055

A

2.0

-

2.6

Q A Q

-

2.0 0.0326 1.0 0.0164
0.0060 1.0 0.0034

- -
-

4.5 0.0703
4.5 0.0115

-

-
-

A

0.0196

--
-

1.2

-

Q
8.9 0.1454
8.9 0.0277

A

-
-

Q

1.2 0.0029

2.6 0.0101

A Q
0.6 0.0098
0.6 0.0018

A Q
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現況用水系統図

大竹用水 岩倉川 川ケ渡用水 河川 中沢用水 中沢谷

横道用水 河川 平井用水 松葉沢 笠岩用水 飯田洞川

- -

A:面積 Q:用水量

輪換畑

畑

(ha) (m3/s)

全体 代掻期

水田 普通期

0.5 0.0016 3.7 0.0216
- - -

A Q A Q
0.6 0.0098 0.5 0.0081 3.7 0.0755

- -
- - -

2.1 0.0344 1.6 0.0327
3.3 0.0108 2.1 0.0079 1.6 0.0091

A Q A Q A Q

-

3.3 0.0539

-

A Q

0.6 0.0019
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現況用水系統図 変更後

杉平用水 河川 大庭用水 明智川

落倉用水 渓流 大田用水 吉田川

門野用水 渓流 松林用水 渓流 峰用水 渓流

松本用水 河川 木根用水 河川

4.5 0.0735 1.6 0.0261
A Q A Q

- -
4.5 0.0114 1.6 0.0055

1.2 0.0196 2.0 0.0326
A Q A Q

- -

- -
1.2 0.0029 2.0 0.0060

A Q A Q A Q

- -

3.9 0.0100 1.0 0.0062 1.4 0.0045
3.9 0.0605 1.0 0.0262 1.4 0.0230

- - -
- - -

A:面積

- -
輪換畑

Q:用水量
(ha) (m3/s)

A Q A Q
全体 代掻期

8.9 0.1454 6.1 0.0562

畑

水田 普通期
- -
8.9 0.0277 6.1 0.0155
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現況用水系統図

川ケ渡用水 河川 中沢用水 中沢谷

横道用水 河川 平井用水 松葉沢 笠岩用水 飯田洞川

2.1 0.0344 1.6 0.0327
A Q A Q

- -
2.1 0.0079 1.6 0.0091

A Q A Q A Q

- -

0.6 0.0019 0.5 0.0016 3.7 0.0216
0.6 0.0098 0.5 0.0081 3.7 0.0755

- - -
- - -

水田 普通期

輪換畑

畑

A:面積 Q:用水量
(ha) (m3/s)

全体 代掻期
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改修を要する施設一覧表 （第５表－２）

注） 「施設名」欄は井堰、自然取水口、貯水池、揚水機、その他に区分。用水路の「箇所数」欄は系統数、「規模」欄は未端までの延長（単位ｍ）。

老朽化6,668

39.1 

土羽、コンクリート39.1

(46.2)

(46.2)

備 考

(17)

14 

改修を必要とする理由構 造
新 設 又 は
更新年月日

受 益 面 積

S50代
(7,346)

m

規 模

（ha）

（イ）

揚 水 機

（箇所）

14 

事
業
名

施 設 名
又 は

箇 所 数

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

貯 水 池

そ の 他

用 水 路

自 然 取 水 口

井 堰

用 水 路

　　　項　目

　施設名

貯 水 池

計

自 然 取 水 口

そ の 他

計

揚 水 機

合 計
(17)
14 

井 堰

(17)

39.1 
(46.2)
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用水に関する被害状況
用水不足による被害状況 該　当　な　し （第５表－３－１）

注） 団体営事業の場合の「不足水量」欄は基準年。「平均減産量」、「平均維持管理費」欄は記入の要なし。

その他の被害状況 該　当　な　し （第５表－３－２）

注） 水温、水質の不良等に基づく被害がある場合。

ため池決壊の場合の想定被害状況 該　当　な　し （第５表－３－３）

注） 土砂崩壊は「土砂崩壊の場合の想定被害状況」。

備　　考

備 考
（t）

備 考

（千m3）

不 足 水 量
か ん が い 期
総 不 足 水 量

平均減産量

（t）
基準年平均

（千m3）

事
業
名

か ん が い
面 積

現 況
必 要 水 量

（千m3）

（３）
（ア）

（ha）

　　　　　　　　項　目

　系統名

か ん が い 期
最 大 不 足 水 量

平均 基準年

（m3/s） （m3/s）

被 害 量

家屋その他公 共 施 設

水　　温　　（℃）

田

合 計

事 業 名
想　定　被　害　面　積　（ha）

畑

（４）

（イ）

計

計

事 業 名 時 期 別

合 計

そ の 他 作 物計

（ha）

農 地

最 高 最 低

農業用施設

水 質か ん が い 面 積
（ｐＨ）等

想　　定　　被　　害　　額　　（百万円）
計
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排水状況

本地区の排水施設は、経年変化した老朽化水路や、土水路などが各所に存在しており、安定した排水の処理に

支障を来している状況にある。

排水系統 別紙排水系統図参照

排水施設
排水方法一覧表 （第５表－４）

合 計
(8) (89.7)

76.076.0
(89.7)

7 
(8)
7 

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

自 然

機 械

(8)

機 械
水 門 及 び
排 水 機

排 水 路 及 び
排 水 機

水 門

排 水 機

計

計

自 然
排 水 路

排 水 路 及 び
排 水 機

76.0 7 
(8) (89.7)

7 

２．

計

（箇所）

事
業
名

排 水 面 積

500ha以上 500ha～100ha 100ha未満

（ha） （箇所）

（１）

（２）
（ア）

（箇所）

　　　　　　　項　目

　施設名
（ha）

7 
排 水 路

水 門

水 門 及 び
排 水 機

排 水 機

(89.7)
（箇所）

(8)
（ha） （ha）

備 考

（m3/s）

76.0 76.0 不明7 

現 況 排 水 能 力

（m3/s）
(89.7)

排 水 慣 行

不明

76.0 
(89.7)(8)
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現況排水系統図 変更前

野志排水 落倉排水 大田排水

大栗南排水 峰排水 松本排水

木根排水 柿畑排水

(m3/s) 0.324
排水量1/10 排水量1/10

(ha) 6.4 (ha) 8.1

(m3/s) 0.519

面積 面積

面積 面積 面積
(ha) 9.6

排水量1/2 排水量1/2

1.556 (m3/s) 0.140
排水量1/10 排水量1/10

(m3/s)

(m3/s) 2.490 (m3/s) 0.226

面積 面積 面積
(ha) 4.0

排水量1/2 排水量1/2
(ha) 40.6

排水量1/2

排水量1/2
(m3/s) 0.226 (m3/s) 0.171

排水量1/10
(m3/s) 0.361

排水量1/10
(m3/s) 0.274

排水量1/2

排水量1/2
(ha) 9.0

(m3/s) 0.093 (m3/s) 0.488

(m3/s) 0.059
排水量1/10

(m3/s) 0.304

(m3/s)

(m3/s)

9.0(ha)

排水量1/10
0.333

0.532

(ha) 3.0
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現況排水系統図 変更後

野志排水 落倉排水 大田排水

峰排水 松本排水

木根排水 柿畑排水

(ha) 9.0 (ha) 40.6 (ha) 0.7
面積 面積 面積

(m3/s) 0.333 (m3/s) 1.556 (m3/s) 0.014
排水量1/2 排水量1/2 排水量1/2

面積 面積

(m3/s) 0.532 (m3/s) 2.490 (m3/s) 0.023
排水量1/10 排水量1/10 排水量1/10

排水量1/2 排水量1/2
(ha) 9.0 (ha) 2.2

(m3/s) 0.073
排水量1/10 排水量1/10

(m3/s) 0.304 (m3/s) 0.045

面積 面積
(ha) 6.4 (ha) 8.1

(m3/s) 0.488

排水量1/10 排水量1/10
(m3/s) 0.361 (m3/s) 0.274

排水量1/2 排水量1/2
(m3/s) 0.226 (m3/s) 0.171
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改修要する施設の一覧表 （第５表－５）

用水重複含

合 計
(8.0) (7.9)
7 7.2 

自 然

計

機 械

排 水 路 及 び
排 水 機

水 門

排 水 機

水 門 及 び
排 水 機

(7.9)

排 水 路

(8)
7.2 7 

改修を必要とする理由

（イ）

施 設 名
又 は

箇 所 数

7 

受 益 面 積

機 械

排 水 路 及 び
排 水 機

(8) (7.9)
(ha)

7.2 

事
業
名

　　　　　　　項　目

　施設名

排 水 路
自 然

水 門

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

計

水 門 及 び
排 水 機

排 水 機

備 考

(2,424)

新 設 年
又 は

更 新 年
構 造 規 模

老朽化不明土羽、コンクリート 1,711 m (10.2) 8.5 ha
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排水に関する被害状況 該　当　な　し （第５表－６）

減 産 量

（t）
（ha）

事
業
名

（千m3）（ha）（cm） （hr）

湛水面積

湛 水 状 況

湛水深

平
均

湛水量湛水時間

平
均

基
準
年

計

平
均

基
準
年

基
準
年

備 考

乾 湿 状 況

湿 乾 湿

田 畑 その他
（ha）
乾 乾 湿

平 均 減 産 量

（ha）
作 物 名

（３）

　　　　項　目

　系統名

基
準
年

排 水
面 積

（ha）

降 水 量

（mm）

平
均
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河川状況
河川の現況 該　当　な　し （第５表－７）

洪水に関する被害状況 該　当　な　し （第５表－８）

（千円）

平　均　被　害　額

　　　　　　　　　　　　項　　　目

　　区　　　分
（千円）

（２）

（千円）

過去の最大被害額

３．
（１）

備 考
既 往 最 大 洪 水 量

（m3/s）

計 画 洪 水 量
流 路 状 況

　　　　　　項　目

　河川名

（m3/s）

備 考

断 面勾 配

農 用 地 作 物 公 共 施 設農 用 施 設

（千円）
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道路概況

　　　　該　当　な　し

注） 地区内及び地区外ともＢは全幅（）は有効幅員（ 0.1 m単位）。

主要道路一覧表 該　当　な　し （第６表）

注） １．農道整備、農用地造成、干拓及び区画整備の場合（主要構造物の表も同じ）。

２．「管理区分別」欄は、国道、県道、市町村道、農道の区分別。延長は地区内のみの延長。

備 考
改 修 の
要 否

有 効

幅 員
（m） 構 造

延 長管 理
区 分 別

（km） 全 幅

第４節 道路現況
１．

２．

ＮＯ． 路 線 名
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( Ｈ 年 月現在 )

産業別就業人口 Ｒ 年 月現在 （第７表－１）

（参考資料：2010国勢調査）

参考資料：2015国勢調査　

4 

(2,781)

（人） （人）

卸売業
小売業

（人）

その他

（人）

(5,963)

5,202 

(5,963)

5,202 

(22)

20 3 

6

11 

(3)

金融業
保険業

公務

（人） （人） （人）

(10)

7,233 100 

7,233 

(1,159)

(2)(13) (4)(4)

161 

(30)(26,528) (1,349)

1,349 

(27)

28 2 

(7)

4 

(7,233)

(100)

161 

14 

1,022 

3,578 1,022 

(100)

0 7 

(1,845)

1,845 

1,845 3,578 408 

1 

100 

(1)(0)

(1,845)

１．

-

（％）

(-)

0 0 - 

(7)

恵那市

(100) (0) (-) (0)

計

比 率

30 

(26,528)

25,767 

(-)(86)

- 

100 6 

25,767 86 

(30)

30 

(1,349)

1,349 86 

第５節 地域農業の概況

情報
通信業

電気ガス
熱供給
水道業

製 造 業総 数 漁 業 建 設 業

(86)

（人） （人） （人）（人）

林 業農 業 鉱 業

（人） （人）

　　　項　目

市町村名

（人）

(7,233)

（人）

(161)

（人）

26 12

(161)

813 2,781 1,159 

(1,022)

(813)(3,578)

408 

(408)

(408) (813)(2,781)(1,159)(3,578)

813 1,159 2,781 

運輸業
郵便業

(1,022)

医療・
福祉

教育・
学習

支援業

2
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( Ｈ 年 月現在 )

経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに専兼業別農家数 Ｒ 年 月現在（第７表－２）

( Ｈ 年 月現在 )

動力農機具及び主要家畜頭数 Ｒ 年 月現在（第７表－３）

（参考資料：第60次 東海農林水産統計年報）
参考資料：2015農林業センサス　　　　 　

0

(0) (1)

(8,809)

0

x 

3.0

～

5.0

(0)

11,444 

(16) (488) (29) (25,519) (5)

105 

(22)

22 100 

(0.73)(2,428)

2

378 

6

備 考

自給含めず

専兼業別農家数(戸)

専 業
兼 業

第１種 第２種

(0)

(6,256)

8,730 

(1,683) (510,380)

1

478,740 

(105)(102)

103 

(38) (26)

(103)

(48)

（経営体）経 営 耕 地 広 狭 別

5.0

32 0

(1,972)

42 22

(1,077)(1,110)

0.72 12 

(100)

1,948 

78 

(78)

0.20 

(0.20)

(859)

18 32 

２．

経 営 体 数
　　　　区分

市町村名

農 家
総戸数

0.92 

0.5

耕 地

恵那市
(4,099) (22) (8)

3,618 18 3 59 16 869 715 1,948 12 

(3)

(62)

59 

(278)(1,122)

35 45 11 1 3 1 1 

(1)

18 32 

(1)

(16)

(31) (47) (2)

16 

(10)

(1)

869 206 

(12)

（％） 100 1 2 0 

比 率

(4,099)

(100) (1) (1)

ha

未 満

1.0 1.50.3

～ ～

1.5

経 営 0.3

206 

1.0（戸） 0.5な し

10.0

ha

以 上

計

(2,428)(1,122)

～

3.02.0

～

(37)(278) (62) (10)

～

10.0

(16)

～

2.0

(14) (0.93)

0.92 

耕地の分散状況

１戸当
団地数

畑田 計

１戸当たり平均農用地面積（ha）

団地当
面積

（ha）

0.72 0.20

(0.93)

合計

3,618 18 3 715 

(0.73) (0.20)

(8) (859) (14)(37)

0.92 

(0.93)

0.92 

計

（台）

(1,972)

100 

３．

計

(100)

100 

(22) (0.93)

(2,070)(1,578)(1,611)

1,626 

100戸当数量（台・頭）

　　　　　　項　目

　市町村名

恵那市

(2,070)

107 

動 力 農 機 具

数 量 経営体数

（台）

(1,110) (1,077)

873 10 796 838 

(1001)

（経営体）

数 量 経営体数 経営体数

田 植 機 ト ラ ク タ ー コ ン バ イ ン

（経営体）

数 量 数 量

（台）

経営体数

（台） （経営体）（経営体）

(1,611)

1,185 1,146 1,626 

(1,578)

1,185 23,937 22 x 1,522 1,146 

数 量

（頭）（経営体）

x 

(1,001) (16)

10 

(29)(488)

利用戸数の割合（％）

備 考

1,030  9 873 796 

(5)

5 22 1,522 838 

経営体数 数 量 経営体数

23,937 

経営体数

6

(11)(969)(25,519)

1,030  

2

（100羽）

数 量

10 

(1,907)

1,420 99 

(70)

(969) (11)

（経営体）

9 

主 要 家 畜

数 量

5 

豚 採 卵 鶏乳 用 牛

（経営体）（頭）

役 肉 牛

（経営体）（頭）

(100)

378 

(403)

87 3 

経営体数

(10) (2) 88 

26 12

26 12

99 

(1,907)(403) (70)

1,420 
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( Ｈ 26 年 12 月現在)
主要作物作付状況 Ｒ 2 年 6 月現在 （第７表－４）

作付面積は、市町村別の面積が掲載されているもののみ記載。 （参考資料：第60次 東海農林水産統計年報）　
このため、作付率は算定しない。 参考資料：第66次 東海農林水産統計年報　　

1,389 

４．

市 町 村 名

総耕地面積（ha）

1,290 

(2,950)
3,340 

(1,400)

田

水 稲

45 
大 豆

(526)

単 位 面 積
当 収 量

　　　　　　区分
作物名

畑

(13)

(79)

夏 秋 ト マ ト

（ha）

作 付 面 積

9 

小 計

市町村別延作付率（％）

(102)

計
1,357 

(4,654)

4,131 13 

(1,502)

67 

そ の 他

小 計

樹
園
地

夏 秋 な す
(10)

作 付 面 積
単 位 面 積
当 収 量

57 

(78)

(1,500)

恵那市

（kg/10a）

509 

(1,400)
1,290 

（ha） （kg/10a）

作 付 面 積
単 位 面 積
当 収 量

（ha） （kg/10a）

(1,502)

(79)

(1,400)

45 

13 

1,290 

計

(2,950)
3,340 

作 付 面 積

（ha）
(1,400)
1,290 

平　　均

(2,950)
3,340 

(526)
509 

(13)

(10)

9 

1,357 

(102)
67 

単 位 面 積
当 収 量
（kg/10a）

(4,654)

(78)

1,389 

(1,500)

4,131 

57 

備考
作付率

（％）

作 付 面 積
単 位 面 積
当 収 量

（ha） （kg/10a）
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( Ｈ 26 年 12 月現在)
農業の動向 Ｒ 2 年 6 月現在（第７表－５）

農振計画
H17.7

特農
H5.9

山振
S44

過疎
H17

野菜(夏秋トマト)
S41.8

野菜(夏秋なす)
S48.3

(ｘ)

地域環境の概況

(73)

大豆

ｘ ｘ

ブロイ
ラー

(77)

(ｘ)

75

大 家 畜

(ｘ) (ｘ)

家畜名
Ｂ Ａ

（現在）

91

173

(38)

(103)

ｘ

-

５．

　　　項目

　区分

(95)

土 地

(95) (90)
総農家数

ＡＢ

98

(97)

97

主 要 作 物農 家

Ａ
作物名

（現在）（現在）

Ｂ

（現在）

ＡＢ
備　考その他

70

(92)

動 力 農 機 具

地 域 指 定 等
Ｂ Ａ

（現在）

乗用型
トラクター

60

(89)(99)

89

81

(74)(101) (95)

(151)(88)(92)

-

-

耕地

(98)

99

畑

稲
95 89

(ｘ)(ｘ)

-

131

115

(113) (130)

91

農機具名

(75)
乳牛

肉牛
(77)

動力
田植機

198

(85)

95

(79)

(153)

108

84

コンバイ
ン

84

(116)
豚

78
採卵鶏

(38)

変化の状況

Ｂ

(H22)

麦
98

(76)

田
(97)

農業
従事者

数

9550 94

第１種
兼業

農家数

H22

33

専業

農家数

(72)

70
とする指数
C 年 を 100

　太平洋気象の影響を受ける準内陸型の気候です。夏季の気温差が比較的大きく、冬季は寒さがやや厳しくて、降雪量は少ない。年間を通じて比較
的安定した気候である。
　海抜１７９ｍから１，７０９ｍで、市北部には笠置山、南東部には焼山をはじめとして標高８００ｍから１，２００ｍ前後の山々が連なり、市街
地の北部を木曽の御岳を源とする木曽川が、また南部には長野・岐阜・愛知の３県を流れる矢作川があり、美しい山や川に囲まれている。
　北部山地を水源とする河川は、木曽川及び阿木川に注がれ、木曽川水系となる。一方、西方山地よりの河川は、土岐川支流、一級河川小里川で庄
内川水系となる。南部には長野・岐阜・愛知の３県を流れる矢作川があり、現在は河道整備が進んでいるが、水質浄化や生態系にやさしい配慮がな
されている。

第６節

(H17)

(H12)
Ｃ

変　　化

の

理　　由

H27

(80)

91

Ａ
第２種
兼業

農家数 68

H17

57

(30)

83
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要　　　旨

本地区の用排水施設は、経年変化した老朽化水路や、土水路などが各所に存在しており、安定した用水供給体制の確保や排水の処理に

支障を来している状況にある。

本事業により各種の水路施設を改修、補修することで、農地への安定した用水供給体制の確保、施設の維持管理作業の軽減、

排水の安定流下、農地被害発生の未然防止を図り、地域営農の向上、安定化を目指す。

事業別面積 （第８表）

注） １．「事業目的」欄は用水改良、排水改良、畑地かんがい、区画整理、暗渠排水、客土、農道等の区分。

２．「事業名」欄は圃場整備、農道整備、農地防災、農用地開発等事業計画名の区分。

(54.1)

果樹園

46.3 

（ha）（ha）（ha）

第４章

１．

２．

事業計画の要旨

　　一　般　計　画

事業名

牧草地 小計小計 水田 普通畑牧草地 果樹園

（ha）（ha） （ha）

農　業　用　用　排　水　施　設　整　備

第１節

用排水改良

土 地
利 用
区 分

(54.1)

（ha）（ha）

普通畑水田

（ha）事 業 目 的

46.3 

（ha）

計
46.3 

(54.1) (54.1)
46.3 

合計

46.3 

（ha）

(54.1)

(54.1)
46.3 
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営農計画及び土地利用計画

営農計画の概要

　水利施設の更新による安定した用水供給体制を持続することで、水稲を中心とした営農体系の維持を図る。

土地利用区分 （第９表－１）

計

（ha）
(54.1)

備 考

46.3 

46.3 

46.3 
(54.1)

(54.1)

(54.1)
46.3 

原野

（ha）（ha）
(54.1)

(54.1)
46.3 

（ha）

その他山林

（ha）

小計

46.3 

46.3 
(54.1)
46.3 

(54.1)

(54.1)
46.3 

茶園牧草地

（ha）

その他

第２節

１．

２．

水田 果樹園

46.3 
(54.1)

普通畑

（ha） （ha）（ha）

農業用用排水
施設整備

現 況

計 画

事 業 名

　土地利用
　　　区分

　区　分 （ha） （ha）

現 況

現 況

計 画

計 画

現 況

計 画

計
現 況

計 画

(54.1)

46.3 

46.3 
(54.1)

 21



生産計画 該　当　な　し （第９表－３）

注） 「作付面積の合計」欄の（）は実面積、外は延べ作付面積。（△は減を示す。）

事
業
名

　　　項目

土地
利用区分

作 物 名
（ha）

計 画

４．

現 況

作 付 面 積

計 画

単 位 面 積 当 収 量

現 況

作 付 率
（％）

増 減
備　考

面積増減現 況 計 画

（kg/10a）

増 減

同左生産増量増減の内訳
（t）

生 産 量
（t）

単位面積当
収量増加

現 況 計 画 増 減

 23



作付方式 該　当　な　し （第９表－２）

注） 開拓パイロットおよび畑かん事業の場合必ず記入。それ以外の事業にあたっては計画で作付体系が大幅に変更する場合のみ記載。

1 7 8 9

３．

5 6

１ 年 目
項
目

　 区分

地目

事業名 経 営 類 型
1 2 9 10 11 128 5 6

備 考
10 11 12

２ 年 目

3 4

３ 年 目

11 2 37 71 5 62 3 4 48 9 10 12
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労働改善計画 該　当　な　し （第９表－４）

注） 「作物名」欄は「４．生産計画」に準ずる。（△は減を示す。）

人　　　力

機 械 力

人　　　力

人　　　力

人　　　力

機 械 力

機 械 力

機 械 力

人　　　力

機 械 力

人　　　力

人　　　力

人　　　力

機 械 力

備 考
単　位　面　積　当　労　働　投　下　量　（hr/10a）

機 械 力

現 況 計 画 増 減

５．

作 付 面 積
事
業
名

　　　項目

土地
利用区分 （ha）

作 物 名
区 分

機 械 力

 24



級地別土地利用区分 該　当　な　し （第９表－５）

土地利用区分

土地配分計画 該　当　な　し （第９表－６）７．

　　　項　目

　区　分

配 分 戸 数

（戸）

計

地　　目　　別　　配　　分　　計　　画　　（ha）

樹 園 地

畑

備 考
四 級 地

田 輪 換 耕 地
普 通 畑 牧 草 地

備 考

計

（ 桑 園 ）

そ の 他

農

地

（ 果 樹 園 ）

（ 牧 草 畑 ）

輪 換 耕 地

畑

（ 普 通 畑 ）

樹 園 地

計

田

一 級 地 二 級 地 三 級 地

区　分 農　用　地　造　成　（ha）

計級地名 一 級 地四 級 地

６．

二 級 地

干　　　拓　（ha）

三 級 地
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用水計画

計画基準年

計画かんがい方式 水田 湛水かんがい
輪換畑 畦間かんがい

かんがい期間（水　田） （第１０表）

月 日 ～ 月 日 月 日 ～ 月 日

5 月 22 日 ～ 5 月 22 日 5 月 23 日 ～ 8 月 20 日

計画用水系統（別紙計画用水系統図参照）

用 水 補 給

日 数自 ～ 至

月 ～日

第３節

特 早 期

１．

２．

栽培方式

　区分 代 掻

期
間

自 ～ 至 日 数

早 期

日

日日

備 考

～ 日月

３．

1 日 90
普 通 期

 26



計画用水系統図 変更前

野志用水 河川 杉平用水 河川 大庭用水 明智川

落倉用水 渓流 大田用水 吉田川 大栗南用水 渓流

門野用水 渓流 松林用水 渓流 峰用水 渓流

松本用水 河川 木根用水 河川

8.9 0.0277
-
-

- -

-

-

-

4.5 0.0703
A Q

0.6 0.0098 4.5 0.0735
0.6

-

8.9 0.1454
A Q

0.0018 4.5 0.0114
- -

-
4.5 0.0115

-

1.2 0.0029 1.0 0.0034

A Q
1.2 0.0196 1.0 0.0164

A QA Q

AA Q Q

-

2.6 0.0426

1.6 0.0261

2.0

A Q

-
-

2.0 0.0060

A Q

A Q

普通期

2.6 0.0101

1.6 0.0055

-

-

(ha) (m3/s)

全体 代掻期

A:面積 Q:用水量

Q
6.1 0.0562
6.1

-

0.0155

輪換畑

-

-

-

水田

0.0326

-

1.4 0.0230
1.4 0.0045

A

畑
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計画用水系統図

大竹用水 岩倉川 川ケ渡用水 河川 中沢用水 中沢谷

横道用水 河川 平井用水 松葉沢 笠岩用水 飯田洞川

A Q
3.3 0.0539
3.3 0.0108

A Q
1.6 0.0327
1.6 0.0091

-
-

A Q
2.1 0.0344
2.1 0.0079

-
-

-
-

-
--
-

A Q
0.6 0.0098
0.6 0.0019

A Q
0.5 0.0081
0.5 0.0016

A Q
3.7 0.0755
3.7 0.0216

輪換畑

畑

(ha) (m3/s)

全体 代掻期

水田 普通期

-
-

A:面積 Q:用水量
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現況用水系統図 変更後

杉平用水 河川 大庭用水 明智川

落倉用水 渓流 大田用水 吉田川

門野用水 渓流 松林用水 渓流 峰用水 渓流

松本用水 河川 木根用水 河川

畑

水田 普通期
- -
8.9 0.0277 6.1 0.0155

A:面積

- -
輪換畑

Q:用水量
(ha) (m3/s)

A Q A Q
全体 代掻期

8.9 0.1454 6.1 0.0562

- - -
- - -
3.9 0.0100 1.0 0.0062 1.4 0.0045
3.9 0.0605 1.0 0.0262 1.4 0.0230

A Q A Q A Q

- -
- -
1.2 0.0029 2.0 0.0060
1.2 0.0196 2.0 0.0326

A Q A Q

- -
- -
4.5 0.0114 1.6 0.0055
4.5 0.0735 1.6 0.0261

A Q A Q
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現況用水系統図

川ケ渡用水 河川 中沢用水 中沢谷

横道用水 河川 平井用水 松葉沢 笠岩用水 飯田洞川

水田 普通期

輪換畑

畑

A:面積 Q:用水量
(ha) (m3/s)

全体 代掻期

- - -
- - -
0.6 0.0019 0.5 0.0016 3.7 0.0216
0.6 0.0098 0.5 0.0081 3.7 0.0755

A Q A Q A Q

- -
- -
2.1 0.0079 1.6 0.0091
2.1 0.0344 1.6 0.0327

A Q A Q
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計画用水量
かんがい用水 （第１０表－１－１）

注） １．計画平均単位用水量、計画代掻単位用水量は系統別の減水深の荷重平均値、（）は最大値。

２．計画平均かん水深は畑かん期間の１回当りの平均かん水深を平均間断日数で除した値。

営農飲雑用水 該　当　な　し （第１０表－１－２）

17

畑地かんがい

普通畑（樹園地）

120- - 

（mm/日）

(1.0)
- 

17 120
(23) (120)

- - 
(4.5)

(2.1)
0.0079- 

17

(0.0478)

(0.0101) (0.0426)
- 0.0223 15 0.0062 0.0262

0.0562
(0.0562)(0.0155)

(0.0539)

0.0344- 23 - 

〃 (3.3)
- 

(6.1)
12023

0.0277

- - 0.0155- 

15 

15 - - 
(6.1)

- 

大竹用水

(0.0344)
- - - - 

(0.0079)

(0.0108)

川ヶ渡用水 〃 (2.1)
2.1

15 - 
(3.3)

- - 

木根用水 〃 (6.1)
6.1 6.1

2.1

- 

0.0478 

- 
(0.0458)

- 

120

- 
(120)

- 
(0.0292)

(17)

- - - 15 0.0292 

(0.1454)
0.0195 - 15 

0.1236 

1.4

0.1454
(0.0277)(0.1236)

6.1

(8.9)松本用水 〃 (8.9)
8.9 - - - - 120 8.9- - 17

峰用水 〃 (1.4) (1.4)
1.4 1.4 0.02300.0045- - - 120

(0.0195)(1.4) (0.0230)
- - 

(0.0045)
17

- - 3.9- - 0.0605

- 
(0.0703)(0.0115)

0.010015 

- - 15 - 

0.0514 
(0.0598)

120門野用水 〃 (4.5) (4.5)
3.9 3.9 - - 

大田用水 〃 (2.0)
2.0 - 2.0

(0.0060)(2.0)
- 

大栗南用水 〃 (1.0)
- - 

0.0060

- - - - 

- - 

(0.0361)(2.6)

0.0326
(0.0164)

15 - - 0.0277 
(0.0139)

0.0029

(0.0034)

(0.0196)
15 

0.0196
(0.0326)

0.0261
(0.0029)

- 

- 

0.0167 
(0.0277)

(0.0167)
0.0222 

落倉用水 〃 (1.2)
1.2

- 〃

15 
(1.2)

- - - 1.2
(1.2)

- 23 120 1.6 - 大庭用水
(0.0261)(0.0222) (0.0055)

1.6 1.6 - 0.0055

(4.5)
17 120

(1.6)

(0.0114)
0.0114- - 15 0.07350.0624 

普通期

最大

代掻期

最大

消費

水量

損
失
率

（m3/s)（m3/s) （m3/s)（％）

(0.0098)
- 

(0.0018)
- 

(0.0624)
- - 15 

(0.0083)

(0.0735)

粗 用 水 量

（１）

面　　積　　（ha）

事 業 名

水田 畑 計

種 別
計画
平均
単位

用水量

平均
間断
日数

面 積
１日当

計画平均
かん水量

（mm/日）（mm/日） （ha） （ha） （mm/日）

(0.6)
（日） （ha） （日）

野志用水 農業用水 (0.6)
- 

　
　　項　目

 系統名

普通期 代掻期

水田かんがい

水　　　田 輪換畑かんがい

田　　畑　　輪　　換

水田かんがい

面 積
平均
間断
日数

普通期 代掻期

面 積
計画
平均
単位

用水量

計画
代掻
単位

用水量

- - - 

（mm/日）

４．

杉平用水 〃 (4.5) (4.5)
4.5

(19) (120)
- - - - 

（ha）

- 

面 積

（mm/日）

計画
代掻
単位

用水量

１日当
計画平均
かん水量

(0.6)
- - 

(1.0)

4.5
(1.6)

- 
(1.6)
4.5 - - - 

(1.6)
1.6 1.6

1.2

2.1
(2.1)

(2.0)

- 

2.0

- 
(3.3)

1.0 1.0

8.9
(8.9)

(0.0091) (0.0327)(1.6) (0.0278)

横道用水 〃 (0.6) (0.6)
15 0.0091 0.0327120 1.6 0.0278 - - - 17中沢用水 〃 (1.6)

0.6 0.6 - - 
(0.0098)(0.0083) (0.0019)(0.6)

平井用水 〃 (0.5) (0.5)
0.0083 15 0.0019 0.0098- 17 120 0.6 

0.5 0.5
(0.0069) (0.0016) (0.0081)(0.5)

笠岩用水 〃 (3.7) (3.7)
0.0016 0.00810.5 0.0069 15 - - - 17 120

3.7 3.7 - - 
(0.0755)(0.0642) (0.0216)(3.7)

0.6236 
(46.2) (46.2) (46.2)

0.0642 15 0.0216 0.0755- 17 120 3.7

(0.6202) (0.1532) (0.7299)
39.1 0.5300 0.1318 

備 考事　　　業　　　名 単位給水量 最大給水量
計 （Ｌ/日） （Ｌ/日）

（２）

区 分 利 用 目 的
対　　象　　面　　積　　（ha） 日 当 給 水 量

補 給 回 数

（回）

計
39.1 39.1 

- - - 23 120 1.0 - - 

(戸)

松林用水 〃 (2.6) (2.6)

関 係 戸 数
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水源計画
水利用計画 （第１０表－２－１）

注） １．「区分」欄は農業用用排水、区画整理、農用地造成等の分類。及び水田補水，畑かん等に細分。

２．純用水量、田畑面利用可能量、純不足水量には損失を含まず、全不足水量には水路損失を含む。

(0.0735)
- 

(0.0624)

(0.0222)
0.0624

(0.0167)

- - 

0.0735

- 

不 足 量 水 源 依 存 量

- 
(0.0083) (0.0098)

純 用 水 量

(0.0098)
- - 河川

ほ 場 利 用
可 能 量

水 源名
c=a-b

取 水 地 点
利 用

可 能 量
e

（m3/s)
d=c/(1-α)
（m3/s)

粗 用 水 量

現 況 利 用 可 能 水 量

純 不 足
水 量

- 

水 源
工 種

損失率
：α

水 量

h=d-e
水 源名

備 考

（m3/s) （m3/s)

全 不 足
水 量

（m3/s) （m3/s)

0.0167

- 

- 

(0.0624)

５．
（１）

（m3/s)

　　項　目

　区　分
a

消 費 水 量

0.0624

有 効 水 量

b

(0.0083)

(0.0167)

- 

農業用
用排水

(0.0069)

0.0222

0.0277
(0.0139)
0.0277

(0.0222)

(0.0277)

0.0222

(0.0139)
- 

0.0167
(0.0277)

0.0195 - 0.0195

(0.0278) (0.0278)

(0.0069)

- - 

- - 

- 

- 0.0326

0.0230 渓流 0.0230 - - 

g=c-ff
（m3/s)

河川
(0.0326)

(0.0196)
- 河川

- 

0.0735

0.0261

(0.0326)

- 
(0.0196)
0.0196

(0.0261)
0.0261

(0.0261)

（m3/s)
(0.0098)

河川
(0.0735)

- 

0.0196

- 

- 

- 

- 

- - 

- 

(0.0164) (0.0164)

- 

0.0326 河川

15%

15%
(0.0261)
0.0261

(0.0735)

15%

0.0735

(0.0196)

0.0326

0.0196- 15%- 

- 
(0.0326)

(0.0164)
15%

15%
(0.0598) (0.0598) (0.0703) (0.0703) (0.0703)

- - - - 河川 - - 

15%
(0.0361) (0.0361) (0.0426) (0.0426) (0.0426)
0.0514 - 0.0514 0.0605 河川 0.0605 0.0605- 

15%
(0.0195) (0.0195) (0.0230) (0.0230)
0.0223 - 0.0223 0.0262 明智川 0.0262 0.0262

- 0.0230 15%
(0.0230)

0.1236 - 0.1236 0.1454 渓流 0.1454 - 
(0.1236) (0.1236) (0.1454) (0.1454)

- - 0.1454 15%
(0.1454)

0.0478 - 0.0478 0.0562 吉田川 0.0562 - 
(0.0478) (0.0478) (0.0562) (0.0562)

- - 0.0562 15%
(0.0562)

- - - - 吉田川 - - 
(0.0458) (0.0458) (0.0539) (0.0539)

- - - 15%
(0.0539)

0.0292 - 0.0292 0.0344 渓流 0.0344 - 
(0.0292) (0.0292) (0.0344) (0.0344)

- - 0.0344 15%
(0.0344)

(0.0327)
0.0327

(0.0327) (0.0327)
15%

(0.0083) (0.0083) (0.0098) (0.0098)
- - - 0.0278 - 0.0278 0.0327 渓流 0.0327

(0.0081)
0.0098 15%

(0.0098)
- 

(0.0081)(0.0081)
0.0069 - 

- - 0.0083 - 0.0083 0.0098 渓流 0.0098

- - - 0.00810.0069 0.0081 渓流 0.0081 15%

- - 0.0755 15%
(0.0755)(0.0642) (0.0755) (0.0755)

0.0642 - 0.0642 0.0755 - 
(0.0642)

0.0755 渓流

(0.7299)
0.5300 - 0.5300 0.6236 0.6236 - - 0.6236 - 

計
(0.6202) (0.6202) (0.7299)(0.7299)
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用水対策
貯水池 該　当　な　し （第１０表－３）

注） 「利用貯水量」欄はかんがい期間内の貯水池通過水量に有効貯水量を加算したもの。

井堰及び自然取入口

注） １．「取水施設名」欄は井堰、自然取入の分類。備考欄はその型式。

２．「取水量の平均」欄は普通期の平均。「渇水量」欄は計画基準年。

揚水機 該　当　な　し （第１０表－５）

注） 「所要水量の平均」欄は代掻期以外の平均所要水量で、２４時間に換算したもの。

備 考事 業 名
（千m3） （千m3） （m3/s）

か　ん　が　い　面　積　（ha）
純貯水量 利用貯水量 利用回数

（２）

最大取水量

（ア）

（m3/s）

渇 水 量

（回）

台 数

備 考

計

　　　　　項　目
　名　称

水 源 名
計 （m）（m3/s）

　　　　　項　目
取水施設名

河 川 名

（km2）

（m3/s）

（イ）

　　　　　項　目
取水池名

流 域 面 積
直 接 間 接

（km2）

平 均
取 水 量

（m3/s）

流 域 面 積

（km2）

か　ん　が　い　面　積　（ha）
最 大

（ウ）

備考全 揚 水 量
（台）（m3/s）

揚 水 機
実 揚 程 揚 水 量

（m3/s）

所 要 水 量
最 大 平 均
（m3/s）

事 業 名
計

か　ん　が　い　面　積　（ha）
事 業 名
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用水路 （第１０表－６）

注） 「構造」欄はコンクリート、ブロック、管水路、土水路等の分類。

(土砂吐)
- - - -

木根用水

(0.0539) (1式)
大竹用水

(3.3) (3.3)

(0.0562)

- 

6.1 0.0562 6.1 1式 沈砂池、取水工、揚水機
(6.1) (1式)

0.1454 2,513 
(6.1) (沈砂池、取水工、揚水機、U300B)

備 考

(BF300、U300B)(0.0230)

(0.1454) (2,513)

構 造

221 BF200、U250
(221)

BF300、U450、揚水機

8.9 

BF300

取水口

(BF300)
BF250～300

2.0 

峰用水
1.4 1.4 0.0230 

1,249 

大栗南用水
(1.0) (1.0)

- 
(74)

(8.9) (8.9)

(U300B)
- - - -

(0.0164)

(1.4)(1.4)

3.9 0.0605 
(4.5) (4.5)
3.9 

(0.0703) (1,286)

(BF300～450、U300B～600)

1.2 1.2 0.0196 213 
(0.0196)(1.2)

0.0326 509 
(0.0326) (509)

(213)

(2.0) (2.0)
2.0 

(U500、BF300、VU300)
0.0735 U500、BF250～300、VU300

(215)
- 

(0.0098)

1,061 

(1.2)

(取水口、土砂吐)
1.6 15 

(0.0261) (15)(1.6)

(4.5) (4.5)
4.5 

(1.6)
1.6 

4.5 

（m3/s）

延 長
農業用
用排水

計

項目

(0.6)

BF250～300、U300B～600

（m）

か　ん　が　い　面　積　（ha）
事 業 名 最大通水量

0.0261 

- 
(0.6)

- - 
(BF300)
-

(0.0735) (1,061)

笠岩用水

(0.5)
0.5 

(3.7)
3.7 

（エ）

野志用水

落倉用水

大田用水

門野用水

川ヶ渡用水

名称

杉平用水

松本用水

大庭用水

8.9 

(2.1)
2.1 

(1.6)
1.6 

(0.6)
0.6 

中沢用水

横道用水

平井用水

(2.1)
2.1 

(1.6)
1.6 

(0.6)
0.6 

(7,346)
6,668 

(121)
BF300、U300B
(内面補修)
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ500

(1式)
1式

(303)
303 
(28)
28 

(46.2)
計

(0.7299)(46.2)
39.1 0.6236 

松林用水
(2.6) (2.6) (0.0426)

(0.0081)
0.0081 

(0.0755)
0.0755 

(0.0344)
0.0344 

(0.0327)
0.0327 

(0.0098)
0.0098 

(0.5)
0.5 

(3.7)
3.7 

39.1 

(544) (U300B～400)
1.0 1.0 0.0262 192 U300B～360

土砂吐

U300B

VU200
(243)
243 

121 
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その他の水源施設 該　当　な　し

水温水質（改良後の状況） 該　当　な　し

排水計画

計画基準雨量 恵那観測所記録による確率1/10年雨量 166.6mm

計画排水方式 自然排水

計画排水系統 別紙排水系統図参照

（オ）

３．

（３）

第４節

１．

２．
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計画排水系統図 変更前

野志排水 落倉排水 大田排水

大栗南排水 峰排水 松本排水

木根排水 柿畑排水

(ha) 9.6
排水量1/2
(m3/s) 0.324

排水量1/10
(m3/s) 0.519

(m3/s) 0.274

(m3/s) 0.304
排水量1/10

(ha) 9.0 (ha) 40.6
排水量1/2 排水量1/2

(m3/s) 0.488

(m3/s) 0.059
排水量1/10

(m3/s) 0.093

排水量1/2

(m3/s) 2.490

面積

面積

(m3/s) 0.532

(m3/s) 0.333
排水量1/10 排水量1/10

(ha) 9.0

(m3/s) 0.226 (m3/s) 0.171

(m3/s) 0.226

面積
(ha) 4.0

面積

排水量1/2
(m3/s) 0.140(m3/s) 1.556

排水量1/10

面積

(m3/s) 0.361

面積
(ha) 6.4

排水量1/2

面積
(ha) 3.0

排水量1/2

排水量1/10

面積
(ha) 8.1

排水量1/2

排水量1/10
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現況排水系統図 変更後

野志排水 落倉排水 大田排水

峰排水 松本排水

木根排水 柿畑排水

排水量1/10 排水量1/10
(m3/s) 0.361 (m3/s) 0.274

排水量1/2 排水量1/2
(m3/s) 0.226 (m3/s) 0.171

面積 面積
(ha) 6.4 (ha) 8.1

(m3/s) 0.488 (m3/s) 0.073
排水量1/10 排水量1/10

(m3/s) 0.304 (m3/s) 0.045
排水量1/2 排水量1/2

(ha) 9.0 (ha) 2.2
面積 面積

(m3/s) 0.532 (m3/s) 2.490 (m3/s) 0.023
排水量1/10 排水量1/10 排水量1/10

(m3/s) 0.333 (m3/s) 1.556 (m3/s) 0.014
排水量1/2 排水量1/2 排水量1/2

(ha) 9.0 (ha) 40.6 (ha) 0.7
面積 面積 面積
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排水量 （第１１表－１）

<　>は、重複含む

排水対策
排水水門 該　当　な　し （第１１表－２）

　

　

　

　

備　　　考
名 称

地 区 内
たんすい深

計 画 排 水 量 排 水 本 川

（１）
５．

　　 　項　目

　名　称

計 画
洪 水 量
（m3/s）

排 水 量

（m）（m）（m3/s）

流 域 面 積

（ha）

事 業 名

計

0.0963
0.314
0.314

0.0642 0.0963

0.06420.047 
0.047 

0.417 0.102 

0.090 

0.038 0.035 

0.398
0.09630.06420.398 0.090 

0.0963-
0.034 0.059 

- 0.0642

0.025 0.201
166.6 0.0642 0.0963 0.008 0.015 0.09630.0642

0.256 

0.044 0.0642 0.0963
0.044 

0.256 
0.0642 0.0963

2.234
2.234

単 位 排 水 量

（m3/s/ha）

山 地 平 地

（m3/s/ha）

基 底 流 出 量

0.4880.09630.0642

全 排 水 量

機械排水

（m3/s）

山 地
平 地

0.488

山 地
自然排水

0.0642
5.8

166.61.4

5.8 166.6

４．

農業用
用排水

　　　　　 　　項　目
　排　水
　系統名

野志排水

受　益　面　積　（ha）

事 業 名

計

0.7 
0.7

計

降 雨 に よ る
直接単位流出量基 準

雨 量

（mm）

（m3/s/ha）

山 地 平 地

流 域 面 積

0.8

1.4

落倉排水

大田排水

大栗南排水

峰排水

松本排水

木根排水

3.2
0.0963

（ha）

山 地 平 地

34.8

平 地

6.2 2.8

0.9
-

0.2 0.5

7.6
7.6

計 画
洪 水 位

0.0963

34.8

166.6 0.0642 0.0963

166.6

166.6

2.86.2

166.6 0.0642 0.0963

0.06421.5

0.0642 0.0963

2.1
-

柿畑排水
4.9 3.2

4.9 1.5

6.9 2.7
1.0 1.2

4.9

<->
<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5

0.5
<1.3> 0.8 

<1.3> 0.8
0.089 

4.9 3.2 166.6
0.185

0.0642 0.09630.185 0.089 

計
(69.4) (20.3)

0.0642 0.0963

59.6 16.4 
7.9 

<8.5> 7.2
(4.271)
3.665 0.576 

(0.712)

1.0 1.0 
0.5

2.7 
2.7
0.4 
0.2

<1.0>

0.2
<1.0>

<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5

0.7 
0.7
2.7 
2.7
0.4 

<->

受　益　面　積（ha）

<1.3> 0.8
1.8 

1.8

<1.3> 0.8 

1.8 
1.8

<10.2> 7.9 
<8.5> 7.2

<10.2>
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排水機 該　当　な　し （第１１表－３）

排水路 （第１１表－４）

<　>は、重複含む

その他 該　当　な　し

たん水検討 該　当　な　し ｐ

0.023

0.532
2.490

581 
(581)

(97)
68 

0.226
2.490

大田排水

(3.0)

松本排水

(40.6)
落倉排水

40.6

排 水 本 川

名 称
（m）

計画洪水量

受　益　面　積（ha）
事 業 名

農業用
用排水

計

0.532

計画排水量

（m3/s）
0.7 

事 業 名

排 水 量
地 区 内
た ん 水 深計

（m3/s） （m）

(326)0.274
326 

(U300～450)

U300～360B

(UU600)

(490)
439 0.488

0.093

BF300、U600
(U300B、UU600*800)

0.7 
0.7 

(30)

延 長

（m）

U300B、U360B

BF600、U400～500

(U360B)

階段落差工
(BF700、U400～500)

備 考

備 考構 造
計画洪水位

（m3/s）

（m3/s）

排 水 機

全 排 水 量

（台）

（２）

（ha）

流 域 面 積

　
　　　　　　　項　目

　　名　称

(9.0)
9.0

　
　　　 　　　項　目

　　名　称

（３）

計

流 域 面 積

（ha）

受　益　面　積（ha）
計 画 排 水 量

台 数実 揚 程 排 水 量

（m） （m3/s）

30 

(U360B)

U300
U300B、U400～500

-
大栗南排水

峰排水

野志排水

0.7
(4.0)

2.7 
2.7
0.4 
0.2

<1.0>
<->

木根排水
(6.4)

9.0
(9.0)

6.4

1.0 
0.5

<1.3> 0.8 
<1.3> 0.8

2.2
(9.6)

<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5

57 
0.361

(439)0.488

0.361

(404)
- 

210 
(57)

0.073
0.519

<->
<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5

1.0 

（４）

６．

計
76.0

(89.7)

8.1
(8.1)

柿畑排水
0.274 PU300A、目地補修

4.241 1,711 
4.983 (2,424)

0.5

0.7
2.7 
2.7
0.4 
0.2

<1.0>

<8.5> 7.2
<10.2> 7.9 
<8.5> 7.2

<1.3> 0.8 
<1.3> 0.8

1.8 
1.8

<10.2> 7.9 

1.8 
1.8
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計画道路
道路及び索道 該　当　な　し （第１２表－１）

注）１．「路線名」欄は地区内、地区外に区分。更に、幹線、支線，耕作（小計）に区分。

２．農業事業で規模の大きい「農道橋」を新設、架替える場合及び「農道橋事業」の場合も上記注１で区分。

延 長

（km）

　　　　　　　項　目
　路線名

幅 (有効 )
×

（m）

第５節
１．

備 考構 造 既 設 道 路 と の 関 係

計
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索道 該　当　な　し （第１２表－２）

路線配置図　　該　当　な　し 注） 既設道路との接続関係、計画路線名、幅員の区分。

農用地造成計画
農用地造成計画 該　当　な　し （第１３表－１）

注）１．「地目」欄は「事業別面積」（第８表）の地目に区分。「主要作物」欄は普通畑を牧草畑、そさい畑に区分。樹園地は樹種名。

２．「耕地の形態」欄は畑、樹園地につてのみ「改良山成畑」、「山成畑」等の別。

　　　　　　　　項　目
　路線名

耕 地 の 形 状

能 力

（t/hr）

自 然 傾 斜

２． …………

第６節

　　　　　　　　項　目
　地目名

主 要 作 物

１．

接 続 道 路 名 備 考

標 準 区 画 の 形 状

（m）

備 考

延 長
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土壌改良 該　当　な　し （第１３表－２）

洪水調節計画
計画基準雨量 該　当　な　し

計画洪水量及び調節量 該　当　な　し （第１4表－１）

貯水池 該　当　な　し （第１4表－２）

備 考石灰

（t）
土　壌　統　（区）　名 有機質資材

（t）

リン酸質資材

（t）

ｐＨ

H2O

ha　　当　　所　　要　　量

KCL

置 換 酸 度
リン酸

吸収係数

可 能 調 整
流 量

貯 水 量
他 目 的

調節後
最大流量

ピ ー ク 時
調節後流量

有 効

調節前後の
最大流量の差

備 考
（千m3） （m3/s）

備 考
最大調節量

（m3/s） （m3/s） （m3/s）

安全洪水量

（m3/s） （m3/s）

２．

地 点

第７節
１．

　　　　　項　目
　区　分

面 積

（ha）

２．

流 域 面 積

（km2） （hr）

洪水到達
時間

（Y1） （mg/100g）

３．

（km2） （hr）

　　　　　　項　目
　貯水池名

流 域 面 積
直 接 間 接

ピ ー ク 時
調 節 量

計画洪水量 必要調節量

（m3/s）

計 画 調 整
流 量

（m3/s）

（m3/s）（m3/s） （m3/s）

計画洪水量
洪水調節容量

（千m3） （千m3）
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洪水調節検討
河川改修計画との関係

該　当　な　し

洪水調節が下流に及ぼす影響
該　当　な　し

計画基準雨量以外の降雨についての検討
該　当　な　し

管理計画
管理機構

該　当　な　し

ダム管理操作上の各種基準
該　当　な　し

洪水調節要領
該　当　な　し

干拓計画 該　当　な　し （第１５表）

４．

　　　　　　　項　目
　名　称

（２）

（m）

５．
（１）

（２）

延 長

（T.P.m）

（１）

計画高潮(水)位

（３）

（３）

第８節

備 考
（km） （m/s） （mb）

風向及び対岸距離 風 速 気 圧
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農用地整備計画
区画整理

区画の形状 該　当　な　し （第１６表－１）

表土扱い 該　当　な　し （第１６表－２）

末端道水路配置図 該　当　な　し

暗渠排水 該　当　な　し （第１６表－３）

第９節

（m）

区 画 面 積 割 合

（％） (m)

田 面 差

（m3）

土 量

備 考

（cm）

扱 い 深
備 考表 土 扱 い 要 否 の 理 由

１．
（１）

全 体 面 積

（ha）（a）

長 辺 × 短 辺

（２）

計

面 積

備 考

（ha）

面　　積　　（ha）

（３）

（mm/day）

集 水 渠 出 口
以 下 の
排 水 方 式

単 位 排 水 量

（m）（L/s/ha）

計 画 後 の
地 下 水 位

計

２．

　　　　　　　項　目
　
　区　分

基 準 雨 量

計

土壌統(区)名事 業 名
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心土破砕 該　当　な　し （第１６表－３－２）

客土 該　当　な　し （第１６表－４）

農地保全
防災林 該　当　な　し （第１６表－５－１）

排水工 該　当　な　し （第１６表－５－２）

備　　　　　考
事 業 名

計
土 壌 硬 度

備 考
事 業 名 （mm/day）

（m3） （％）

受 益 地
採 土 地

（客土材料）

10a当
客土量

土 壌 の 性 質

（％）
現 況
平 均

計 画
平 均

現 況
平 均

３．

（cm）
作 土 の 厚 さ減 水 深

（２）

　　　　　　　項　目

　区　分

面　　積　　（ha）

土 壌 統 （ 区 ） 名

計 画
平 均

　　　　　　　項　目
　施設名

計

最 大 風 速

　　　　　　　項　目

　区　分

基 準 雨 量
土 性

（２）

　　　項　目

　区　分

面　　積　　（ha）
土壌統（区）

名
計

４．
（１）

備 考
（m/s） （m） （m）

幅 間 隔

備 考単 位 排 水 量 全 排 水 量
（mm/日） （m3/s/ha） （m3/s）

流 出 率
排 水 量
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侵食（崩壊）防止工 該　当　な　し （第１６表－５－３）

注） 「施設名」欄は主要な施設の名称、「位置」欄は水路名。

老朽ため池改修計画
洪水吐改修計画

計画基準雨量 該　当　な　し

計画洪水量 該　当　な　し

堤体補強計画 該　当　な　し

取水施設改修計画 該　当　な　し

用水施設
貯水池 該　当　な　し （第１７表－１）

（３）

　　　　　　　項　目
　施設名

支 配 面 積
備 考位 置 機 能

（ha）

第１節

第１０節
１．

（１）

（２）

３．

　　主要工事計画第５章

２．

堤 体

型 式
流 域 面 積

堤 高 堤 長

直 接

１．

名 称 位 置

総 貯 水 量 有 効 貯 水 量

堤 体 積 基 盤 地 盤
地 質

間 接 （m） （m） （千/m3）

貯 水 量
（ha） （千/m3）

洪 水 吐

型 式
洪 水 量

取 水 施 設

型 式
取 水 量

（m3/s）
型 式

放 流 量

（m3/s） （m3/s）
放 流 施 設
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頭首工 該　当　な　し （第１７表－２）

注） １．「堤高」欄は堤体底面から堤頂までの高さ、下段（）は堤頂標高。

２．「取水位」欄は取水水門直上水位、「取水量」欄は期間最大値。

３．「付帯施設」欄は土砂吐、取水水門（取水門のみの場合の「堤長」欄は「構造」。）

揚水機 該　当　な　し （第１７表－３）

揚 水 量

２．

固 定 部 可 動 部
（m）

（m） （m3/s）

取 水 位

備 考
実揚程全揚程

揚 程
（m）

揚 水 機 原 動 機

型式
動力 台数

（HP） （台）
口径

（mm）
台数

（台）
型式

備 考
付 帯 施 設名 称 型 式

堤 高
堤 長

（m） 計

取 水 量

３．

　　　項　目
　
　名　称

位 置

（m3/s）

40



用水路 （第１７表－４）

注） １．「通水量」欄は計画通水量、「構造」欄はコンクリート、ブロック、管水路、土水路の分類。

２．基幹用水路の他、区画整理の中の小用水路も含む。

排水施設
排水水門 該　当　な　し （第１８表－１）

注） １．「型式」欄はスルース等その機能による分類、「構造」欄はゲート規模、数量。

２．「内水位」欄は地区内の水門に接した計画最高水位、「外水位」欄は水門外側の計画最高水位。

(内面補修)

U300B

(BF300)

(U300B～400)

(BF300、U300B)

(BF300～450、U300B～600)

(沈砂池、取水工、揚水機、U300B)

土砂吐

BF250～300

４．

落倉用水

延　　　　　長

農業用
用排水

杉平用水

大庭用水

0.0735 4.5

ト ン ネ ル
そ の 他

開 き ょ

　　　項　目
　
　水路名

支配面積　　（ha）
事 業 名

0.0261 

計

(4.5)

1.6

(0.0735)
4.5 - 

(6.1)

- 213 

(2.6)

(8.9) (8.9)

(0.0164)(1.0)

(4.5)(4.5)
3.9 0.0605 

大田用水

0.0196 

(0.0261)

(2.0)
2.02.0 0.0326 

(0.0196)

(1.6)

川ヶ渡用水

(1.0)

(3.3)(3.3)

(1.2)
1.2

(2.0)

1.6

1.4

大栗南用水

松本用水

門野用水

峰用水

木根用水

大竹用水

松林用水

(1.2)

(6.1)
8.9

6.1

備 考

（m3/s）

- - 

- 

(0.0230)

- 

(1.6)

(0.0562)
0.0562 

- 

0.0230 

(0.0539)

(2,513)

6.1

3.9

(4.5)

(509)
1.2

(0.0326)

8.9

1.0 1.0
(1.4)

1.4
(1.4)

(2.6)

509 

(0.0098)
- - 

221 

(74)
- 

1,249 

192 - 
(0.0426) (544)

(213)

(1,061)

(取水口、土砂吐)

通 水 量

(15)

(1,061)

- 

野志用水
(0.6) (0.6)

(0.0703)

- 0.1454 
(0.1454)

2,513 

(1,286)

(221)

(1,286)

(1式)
2,513 

(221)
221 

(2,513)

192 

主要構造物勾配構　　造

-

15 

計

（m）

1,061 

15 

(215)(215)

(15)
- 

1,061 

(BF300)

(U500、BF300、VU300)

213 

- 

- 

- 

(213)

509 

1,249 - 

(74)
- 

303 
(303)
303 

28 

- 

U500、BF250～300、VU300

取水口

BF300

BF300、U450、揚水機

BF250～300、U300B～600

-- 

BF200、U250

(1式)

(544)

沈砂池、取水工、揚水機

-

1式

(509)

(2.1) (0.0344)
2.1 土砂吐

(1式)
1式

(2.1)
2.1 0.0344 - - 

中沢用水
(1.6) (1.6) (0.0327) (303)
1.6 1.6 0.0327 

(243)

3.7

横道用水
(0.6) (0.6) (0.0098)
0.6 0.6 0.0098 

(28) (28)

0.5 0.0081 243 - 
平井用水

(0.5) (0.5) (0.0081) (243)
243 BF300、U300B

笠岩用水
(3.7) (3.7) (0.0755) (121) (121)
3.7

0.5

第２節
１．

　　　　　　　項　目
　名　称

位 置 型 式 構 造 内 水 位 外 水 位

39.1 0.6236 6,640 28 6,668 
計

(46.2) (46.2) (0.7299) (7,318)
39.1 

排 水 量 備 考
（m） （m） （m3/s）

0.0262 U300B～360

(28) (7,346)

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ500

- 28 VU200

U300B

0.0755 121 - 121 
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排水機 該　当　な　し （第１８表－２）

注） 「排水量」・「揚程」欄は計画値、「排水機の型式」欄は軸流、渦巻等の種別、「原動機の型式」欄は電動機、内燃機関の別。

排水路 （第１８表－３）

注） １．「排水量」欄は計画排水量、「構造」欄はブロック・コンクリート柵渠・コンクリートＵ・Ｖ字溝・土水路の分類。

２．基幹用水路の他、区画整理の小排水路も含む。

<　>は、重複含む面積

その他排水施設 該　当　な　し

(326)1.8 
1.8 

1.8 
1.8 

0.274 

1,711 

(490)
210 
(57)
57 

(326)

(U300B、UU600*800)

(U300～450)
PU300A、目地補修326 

(2,424)

U300

BF300、U600

落倉排水

(97)
68 

(404)
0 

(439)
439 

(404)

(439)

大田排水

大栗南排水

峰排水

(581)
581 

0.093 

(97)

(581)
581 

0.226 

439 

30 - 

68 

2.490 
30 

2.490 - 

- 0.023 

U300～360B
U300B、U400～500

(U360B)
-

U300B、U360B
U360B

(BF700、U400～500)

BF600、U400～500

階段落差工

松本排水

木根排水
0.361 

0.073 
0.8 

<1.3> 0.8 
<1.3> 0.8 
<1.3> 0.8 

野志排水
0.532 

　　　項　目
　
　水路名

受益面積　（ha）
事 業 名

農業用　用
排水

計

0.532 
0.7 
0.7 

0.7 
0.7 

２．

（mm） （HP）（台）

３．

排 水 量　　　項　目
　
　名　称

位 置

（m3/s）
口径

揚 程
排 水 機

（m）

全揚程
備 考

（台）
台数 台数

原 動 機

型式
動力

実揚程 型式

備 考構 造 勾 配
排 水 量

開 き ょ

(30)
（m3/s）

(30)

主 要 構 造 物
計

(UU600)

ト ン ネ ル
そ の 他

（m）
延　　　　　長

- 

210 - 

57 
(57)

0.488 - 

- 

(490)

- 
0.488 

0.519 

0.361 <1.3>

４．

326 

4.241 

- 

計

0.274 
柿畑排水

1,711 
4.983 

2.7 
2.7 
0.4 
0.2 

<1.0>
<->
<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5 

1.0 
0.5 

2.7 
2.7 
0.4 
0.2 

<1.0>
<->
<1.3> 0.5 
<1.3> 0.5 

1.0 
0.5 

(2,424)<10.2> 7.9 
<8.5> 7.2 

<10.2> 7.9 
<8.5> 7.2 
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道路及び索道
道路

道路の総括表 該　当　な　し （第１９表－１）

×

注） １．「区分」欄は地区内、地区外、更に幹線、支線の区分。

２．「構造」欄は路床改良、舗装厚、材料等、「付帯構造物」欄は暗渠等で道路主要構造物以外。

第３節
１．

（１）

幅(m)
(有効)

　　　項目
　
 区分

路　線　名 備 考構 造
付 帯 構 造 物

名 称 構 造 数 量

最 急
勾 配

同左の延長
最 小

曲 線 半 径

（m）

延 長
（m）

（％）（箇所） （m）

計
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道路主要構造物 該　当　な　し （第１９表－２）

注） 主要構造物は道路の一部で道路としての機能を持つトンネル、橋等。（橋はスパン５ｍ以上）

索道 該　当　な　し （第１９表－３）

農用地造成
農用地造成

抜根 該　当　な　し （第２０表－１）

除礫 該　当　な　し （第２０表－２）

箇 所 数
規 模 構 造

延 長

高 低 差

（m）

２．

（m）

　　　　　　　項　目
　名　称

（t/hr）

能 力延 長

（２）

　　　　　　　項　目
　路線名

名 称

工 法

備 考

備 考

動 力
原 動 機

型 式

面 積

（ha）

（ＨＰ）

第４節

（１）

樹 種
ha 当 本 数

（本/ha）（cm）

１．

　　　　　　　項　目
　区　分

樹 径

工 法 備 考

（２）

対 象 土 層 の 厚 さ　　　　　　　項　目
　区　分

（cm）

ha 当 標 準 除 礫 量

（m3/ha）

面 積

（ha）

備 考
（m） （箇所）
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開墾作業 該　当　な　し （第２０表－３）

地目変換 該　当　な　し （第２０表－４）

末端用水路等 該　当　な　し （第２０表－５）

末端排水路等 該　当　な　し （第２０表－６）

土壌改良 該　当　な　し （第２０表－７）

洪水調節機能
貯水池

頭首工及び導水路
頭首工 該　当　な　し （第２1表－２）

（３）

（ha）造 成 工 法地 目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

面 積

（５）

備 考工 法

面 積 石 灰 量

規 模

備 考

備 考

備 考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

　　　　　　　項　目
　区　分

（４）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

面 積
工 法

（ha）

備 考

第５節

構 造

リ ン 酸 質 資 材 量
２．

（６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

数 量 構 造

数 量 規 模

備 考
（ha） （ｔ） （ｔ） （ｔ）

有 機 質 資 材 量

付 帯 施 設

位 置

計 画 洪 水 位

固 定 部
（m）

堤 高

堤　　　　　長

１．

２．
（１）

名 称

型 式
可 動 部 計

（km2） （m）

集 水 面 積 （m）
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導水路 該　当　な　し （第２１表－２）

干拓施設
堤防 該　当　な　し （第２２表－１）

潮止め 該　当　な　し （第２２表－２）

付属施設 該　当　な　し

埋立 該　当　な　し （第２２表－３）

備 考
（m/s）

床 固 め 構 造

　　　項　目
　
　名　称 平 均

原 地 盤 標 高
（m）

盛 土 標 高
及 び 舗 装

上 流 斜 面

構 造

（m）

下 流 斜 面

幅 員 敷 高 標 高 潮 止 め 堤 標 高 最 大 流 速

（２）

ト ン ネ ル そ の 他 計
（m3/s）

備 考

備 考

　　　　　　　項　目

　水路名
勾 配構 造

通 水 量
延　　　　　長

（m）

第６節
１．

最 低
堤 頂 標 高

（m）

型 式
延 長

（m）

２．

　　　　　　　項　目
　名　称

工 法

埋 立 標 高

盛 土 幅
（m）

（m）

３．

４．

　　　　　　　項　目
　区　分

面 積

（m）

備 考
（ha） （m） （m3）

埋 立 土 量
施 工 方 法
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農用地施設整備
区画整理

区画整理 該　当　な　し （第２３表－１）

末端用水路等 該　当　な　し （第２３表－２）

末端排水路等 該　当　な　し （第２３表－３）

暗渠排水
暗渠排水 該　当　な　し （第２３表－４－１）

第７節

整 地 工
土 量
（m3）

１．

（１）

面 積

（ha）
標 準 区 画

工 区 名 備 考
表 土 扱 い
面 積 土 量
（ha） （m3）

（３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

（mm）
勾 配

（mm）
管 径

数 量 規 模
　　　　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　　区　分

（m/ha）

数 量

（m）
間 隔

集 水 渠

２．

（２）

（１）

　　　項目

　区分 計

排 水 渠
事 業 名

受益面積（ha）

深 さ延 長
管 種

備 考

（m）

構 造

（m/ha）
管 種

管 径

集水渠出口以下の排水施設

名 称 構 造 数 量

規 模

構 造

延 長

備 考

勾 配
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心土破砕 該　当　な　し （第２３表－４－２）

客土 該　当　な　し （第２３表－５）

除礫 該　当　な　し （第２３表－６）

農地保全
防災林 該　当　な　し （第２３表－７）

３．

　　　　　　　項　目

　区　分

面　　積　　（ha）
事 業 名

計

備 考
（ha）

面 積

客 入 土 量
備 考

（km）

運 搬 距 離

工 法

運 搬 方 法
土 取 場 土 量

（m3） （m3）

（２）

　　　　　　　項　目
　区　分

対 象 土 層 の 厚 さ ha 当 標 準 除 礫 量

（cm） （m3/ha）

４．

　　　　　　　項　目
　区　分

面 積

ha 当 標 準 除 礫 量

延 長　　　　　　　項　目
　区　分

対 象 土 層 の 厚 さ

（１）
５．

備 考
（m） （m）

備 考工 法
（ha）

面 積

幅

（cm） （m3/ha）

樹 種
（本）

植 栽 本 数

（ha）
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排水路 該　当　な　し （第２３表－８）

侵食防止工 該　当　な　し （第２３表－９）

老朽ため池改修施設
貯水池 該　当　な　し （第２４表）

堤体補強施設
のり面保護施設 該　当　な　し

漏水防止工 該　当　な　し

該　当　な　し

備 考

構 造

堤 頂 幅 貯 水 量

備 考

堤 長

数 量

位 置

堤 体 積

（m）
備 考

（m）

（２）

　　　　　　　項　目
　区　分

延 長 流 量

（３）

（m） （m3/s）

　　　　　　　項　目
　名　称

構 造

第８節
１．

名 称

備 考

（m3）

取 水 施 設

備 考

（m3/s）

（千m3）（m）

取 水 量
型 式

堤 体

堤 高

第６章 　　附帯工事計画

洪 水 吐

型 式
規 模

（１）

（２）

２．

（m3/s）
洪 水 量

（km2） （m）
型 式

流 域
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工期 （ 31 ）
着工予定 27 完了予定 3

工事の年度割予定 単位：千円

施工上の配慮

田園環境整備マスタープランとの整合性

換地計画の基本的事項 該　当　な　し

換地区の設定
換地区の名称、所在、面積 該　当　な　し （第２５表－１）

注） 「換地区の所在」欄は当該換地区の市町村、大字（字、町）。「面積」欄は小数点以下２位を四捨五入。

換地区を設定する理由 該　当　な　し

換地計画樹立の基本方針
従前の土地の地積の基準 該　当　な　し （第２５表－２）

注） 「地積の基準」欄は、「事業主体、市町村等の行う実測による地積」「土地改良事業に係る計画概要の公告の日の登記簿地積」、「土地改良事業計画決定（認可）の日の登記簿地積」、

「国土調査法による地積調査に基づく登記が完了している土地にあっては土地改良事業計画の認可の日の登記簿地積」の別。

(-)
16 24 

11,254 31,512 43,887 42,654 
(67,380) (-)

89,178 91,262 

第８章 　　環境との調和への配慮

8 
(20)

割合（％）
100

(100)
12 

(20)

農業用用排水
(336,900)
367,053 57,306 

(67,380) (67,380)(67,380) (67,380)

(-)
12 25 

令和 年度平成
平成 年度

　　工事の着手及び完了の予定時期

年 度

第７章

H28全 体

年度

H27

1．

２．

・土工実施に伴う下流への土砂流出抑制のため、必要に応じ沈砂池等を設ける。
・整備を実施するにあたり、水路内での生物生息が顕著に確認される場合は、必要に応じ近隣の河川、水路等へ避難させる。
・法面部分が発生する場合は、適切な緑化を施し、周辺環境との調和を図る。

R3R1 R2
(-)

H29 H30

(20)
3 

(20) (20)

第９章

第１節

１．
第２節

1．

2．
　事業実施に際しては、田園環境整備マスタープランにおける環境配慮の方向性に即して行うものとし、計画段階からマスタープラン内容を反映させ、環境
に配慮した事業を行う。

地 積 の 基 準

２．

第３節
１．

換 地 区 名

面 積
（ha）

　　換地計画の概要

換 地 区 の 所 在換 地 区 名
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用途別予定地積 該　当　な　し 単位：ha （第２５表－３）
用　　途

(取得予定者)

換
地
区
名

合計

従前の
土地

換地

従前の
土地

換地

従前の
土地

換地

従前の
土地

従前の
土地

従前の
土地

換地

従前の
土地

換地

換地

換地

換地

総

合

計

機能交換に係る土地

国 県
市町村

他

従前の
土地

換地

従前の
土地

換地

従前の
土地

特定用途用地

宅地

２．

本業によって生ずる
土地改良施設用地

計

通常事業施行地域に
含める土地

（令第１条の４（ ）
書き）

田

その他 計小計

合計

一般

国公

有地

計

合計
異種目
換地 農業

経営
合理化
施設
用地

生活上
経営上
必要な
施設
用地

公用
公共用
施設
用地

宅地等

創設非農用地

非農用地区域外に換地する土地 非農用地区域に換地する土地

計その他

合計
創設

農用地
土地
改良
施設

山林

原野
畑

前後

従前の
土地

換地

その他

改良区その他
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農用地集団化の方針 該　当　な　し （第２５表－４）

非農用地換地の方法 該　当　な　し （第２５表－５）

土地の評価及び清算の方法
評価の方法 該　当　な　し

清算の方法 該　当　な　し

換地計画樹立の年度計画 該　当　な　し （第２５表－６）

換地処分の時期に関する特則 該　当　な　し

項　目

換　地
用 途

面 積

３．

４．

換地地区名

項　目

非 農 用 地 区 域 の 位 置 の 概 略

地帯別、グループ別団地の設定
位置の選択方法 一戸当目標団地数

換 地 の 手 法 換地取得予定者

個 人 別 換 地 の 方 法

区画畦畔の取扱い

２．

そ の 他

（m2）

１．
第４節

備 考換 地 処 分 予 定 年 度換 地 計 画 の 決 定 予 定 年 度一 時 利 用 地 の 指 定 予 定 年 度

第６節

第５節

換　地

項　目
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事業費の総額

m

第１０章 　　事業費の総額及び内訳

(362,470)

392,129 
千円

25,076 

(336,900)

367,053 

(25,570)

工　事　費

千円
測　量　試　験　費

備 考
工　　　　　種 事 業 量

（千円）

事 業 費

農業用用排水施設整備

(257,900)
工　事　費

297,300 

(1,000)

(17,400)

(8,170)

367,053 

(336,900)

(78,000)

67,984 

合　　　　　計
(362,470)

392,129 

16,648 
地　方　事　務　費

工　 事　 雑　 費

小　　　　計

8,428 

1,769 

(9,770)

8,379 

用　地　補　償　費
工雑及び

千円
地方事務費
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（第２７表）

別紙による

514 - 

第１３章 　　現況・計画図面

　　関連する事業

事 業 名 計 画 概 要
前 年 度 進 捗 率

工 期
（千円）

第１２章

総　所　得　償　還　率

総　　便　　益　　額

総　費　用　総　便　益

計

(1.14)
1.12
(10.0)

(0.5)
0.3 

増　加　所　得　償　還　率

(848,517)

そ の 他 効 果
(-)

2,835 

(-)

7,365 - 

(-)
- 

(24,361)
19,828 

食料の安定供給の確保に関する効果

農 業 の 持 続 的 発 展 に 関 す る 効 果

農 村 の 振 興 に 関 す る 効 果
(-)
- 8,663 

(6,499)

(25,814)
23,189 

(9,101)

多 面 的 機 能 の 発 揮 に 関 す る 効 果
(1,419) (-)

第１１章 　　効　　　用

年 総 効 果 額 年総増加所得額

　　　　　　　　　　　　　　区　　分
　
　効果項目

（千円） （千円）

農業用用排水施設整備

年総増加所得額

（千円）

年 総 効 果 額 年総増加所得額 年 総 効 果 額

（千円） （千円） （千円）

総 事 業 費
本 事 業 と の 関 連 性

11.5 

（ha） （％）

1,032,670 

39,205 23,189 
(41,380) (25,814)

受 益 面 積
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